
小学校・第６学年・体育科（運動領域）・ハードル走①

(1)知識及び技能
次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するとともに，その技能を身に付けること。
イ ハードル走では，ハードルをリズミカルに走り越えること。
(2)思考力，判断力，表現力等
自己の能力に適した課題の解決の仕方，競争や記録への挑戦の仕方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

(3)学びに向かう力，人間性等
運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をしたり，勝敗を受け入れたり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全に気を配ったりすること。

・ICT端末に，各自が記録を入力し，自己の変容を的確に把握することで個別最適な学びにつなげる。
・各自が見付けた動きのポイントや仲間のよい動きを入力し，学習支援ソフトを活用することで協働的な学びを実現する。

本事例は，個人の目標タイム（50m走の記録＋ハードルの台数×0.3）を設定し，そ
の目標タイムを達成することを学習課題とする。
記録の入力では，児童は毎時間タイムを測定し，表計算ソフトを使用する。記録は折れ
線グラフとして表示することで，自己の変容を視覚的に捉えることができるようにする。また，
合わせて目標記録も表示をすることで，目標記録との差も視覚的に捉えることができるよう
する。
学習の振り返りでは，学級で共有しているデータに，各自が見付けた動きのポイントや仲
間のよい動きを入力する。仲間が記入した内容を確認することで，自己の学習を振り返ると
ともに，次の時間のめあてにつなげる。
教師は，児童の活動の状況や思考の流れをデータ処理することで，本時の指導を振り
返るとともに，次時以降の授業改善に生かす。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

学習課題の設定学習課題の設定

記録に挑戦記録に挑戦

記録の入力記録の入力

学習の振り返り学習の振り返り



小学校・第６学年・体育科（運動領域）・ハードル走②
~自己の変容を視覚的に捉えるとともに，各自が見付けた動きのポイントを共有したり，仲間のよい動きを伝えたりする。~

【ICT活用のメリットを生み出すための工夫】
・記録を折れ線グラフとして表示することで，自己の変容を視覚的に捉え
ることができる。また，合わせて目標記録も表示をすることで，目標記録
との差も視覚的に捉えることができる。
・個々の児童がデータを入力し，そのデータを一覧にすることで，各自が
見付けた動きのポイントを共有したり，仲間のよい動きを伝えたりする。

【事例におけるICT活用のポイント①】

【教師にとってのICT活用のメリット】
・短時間で効率的に，全時間の児童の活動や思考の流れを折れ線グ
ラフ等を活用して把握することができる。
・個々の児童の学習状況を客観的・継続的に把握することができる。
・学校全体でデータを共有することで，今後，同じ単元の学習を指導
する際の参考資料の一つとして活用することができる。

個々の児童に応じた，よりきめ細やかな指導・支援に
生かすことができる

【活用したソフトや機能】
学習支援ソフト、表計算ソフト

学級全体の平
均が自動で集
計され，グラ
フにも反映さ
れる。

【事例におけるICT活用のポイント②】


